
帯では,良質をももを産出し,全国の市場-出荷される ttもも''は年間で10,000トンを数える.

高速度交通時代を迎えて,京浜地区の台所を一手にまか75:う首都圏農業の確立が,今,町の大きを

課題と在っているそうだ｡又,繊維工業と共に,果実缶詰製造業も活況を呈 し,年間生産額は10

億円に達している｡ 共選所を見学する｡あいにく共選所へ着いた時には,選果が終っていたが,色

々と選果の方法を説明していただく｡果物は,取った日に選果し,その日の晩に出荷し,翌朝には

せDにかか9,早ければ午前10時頃,おそ くとも夕方までには小売店の店先に並ぶ.保原町はも

も･bんとの町であったが,現在は,いちご-プラム-もも-bんと-ぶどう-かき,と年中果物

が生産できる仕組みに在っている｡ をかでも,プラム･巨峰が,最近めざせしい.果樹園を訪ねる.

この果樹園は,7年前からりんとを巨峰に切換え,昨年で全部切換えられたそう亀 ももやぶどう

をたくさんいただいた.大変おいしく,皆大喜びした.

8日 9時から約-時間位メリヤス産業の労働者が,どういう基盤から成立しているか,2･3

人のグループに分かれて面接調査を行なった｡調査対象は従業員9人以下の工場｡調査内容性,

1.創業者と動機,2.事業主の前歴,3.従業者について,4.経営類型,5.家族の兼業状態,6.主な収

入源である｡調査結果をパンチカー ドに書き込み,先生に提出して巡検を終えた.保原町の町役場

の皆様やその他の見学先の方々の御好意に心から感謝している｡

(2年 山 田 智 子 )

富 士 山 巡 検 (浅 井 先生 )

9月 6 日～ 8 日

一年生の初めての巡検は,浅井先生の引率のもとに富士山麓に出かけた｡

9月6日,私達は高尾駅から,中央線の鈍行列車に乗b込み,巡検に出発した.発車後すぐ地図

を取9出して,車窓の見学をする. しばらくして浅井先生が笹子餅をおごって下さD,巡検の意外

な副産物に舌づつみを打つ｡電車が進む忙つれ桂川の段丘面が現れる.猿橋義⊃バスで猿橋,忍野

入海を回った後,富士スバルラインに入9,新五合目-と向う.スバルラインは初めのうちは赤松

の林の中をまっすぐに進む.しかし,高度が増すにつれ,倒木や立ち枯れの木,道路ぞいの地肌を

どが見え無残であった｡ 自然破裏はかな9進んでいるようだ｡新五合目で赤茶色の富士山頂を仰い

でからスバルラインを下る.西湖では足和田村の山くずれの跡を見孝する.急なV字谷の量った出
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口の狭い扇状地に,家がしがみついてい‰ 7年前の大惨事のおもかげはもはや矢をわれ,人々は

新しい生活を始めている. しかし,一夜のうちに村を崩壊させた自然の力を思 うと,その偉大さが

感じられ思しい.現在の姿が何事もなかったように静寂そのものであるだけに.よけいに強く感じ

られる｡

翌 7日は猪之頭の養酵場,わさび栽培の様子を見るOいずれも富士山の湧水を人間が利用してい

るの菟〕今夜の宿泊地白系の滝に正午前に到着,ここでは白系の滝の小気候の観測を行う.観測の

説明,分担の後,グループごとに別かれて風速,水温,気温,湿度を測る.天気はますます悪化し,

大雨に覆ったので観測を中止するO夜は観察結果をまとめ,地図に記入する作業を行う｡

巡検も三日日に覆ると少し疲れてくる.朝起きるのがつらレ㌔ 五時に起床して早朝観測｡昨日と

うって変って,天気はすっかりよい｡きのうの初雪をかぶった富士がすっきDと姿を見せてくれる.

今日は大石寺,浅間神社を-て,- ドロで有名を田子の浦港へ行く｡田子の浦港は割合に′トさい人

工港で,徒歩で軽く一周できる｡- ドロがぷかぷか海水に浮いているのだろうと想像していたのだ

が,いくらをんでもそこまでひどくは浸かった｡ しかし- ドロに汚染された水は港外に出ると,そ

この海水とはっきり区別できるほど褐色であるOそれが潮の関係か,港の出口から帯状に東向きに

流れ出て,水平線まで続いている｡i:んともいえ覆い光景であった｡こうして私達は田子の浦港を

後にして帰路につき,三日間にわたる巡検を終えたO

今回の巡検の感想は『百聞は一見に如かず 』ということわざに言いつくされる｡見るというのは

本当によくわかるものだ｡ただ,その見方が問題であろうO巡検で払 自然 と人間を予備知識 とと

もに地理的に見る目を養うところにその目的があると思われるO といっても,実際に巡検に行った

結果は,その目的とは程遠いようだ｡見方は漫然としたものであD,予備知識もたいしたものでは■l
なかった｡ しかし,毎晩の反省会では,今までぽんやDとしていたものが,その光景を頭の中で思

い浮かべることによって,急に他の現象と結びつき,相乗的にはっき9することがしばしばであっ

た｡初めての巡検の成果はこのあたDにあるよう夜気がする｡ (1年 上 村 恵利子 )

韓 国 巡 検 で 感 じ た こ と

吉 田 晶 子

9月3日に下関を出航してせる一週間,総勢四名,正井先生の韓国巡検で私にとっては初めて外
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